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温泉排水に対するほう素、ふっ素の規制の経緯とこれまでの検討状況 

 

１．旅館業の用に供する施設への規制（特定施設への追加） 

昭和49年９月の中央公害対策審議会の答申を受け、「水質汚濁防止法施行令および

廃棄物の処理および清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令」（昭和49年政令

第363号。以下「改正令」という。）が昭和49年11月12日に公布、12月１日に施行さ

れたことにより、旅館業の用に供するちゅう房施設、洗たく施設及び入浴施設が特定

施設に追加され、排水規制の適用を受けることとなった。 

ただし、改正令の施行の際現にゆう出している温泉を利用する旅館業に属する事業

場に係る排出水については、温泉の特殊性にかんがみ、改正府令第70号による改正後

の「排水基準を定める総理府令」(昭和46年総理府令第35号)別表第一の備考二及び別

表第二の備考四の規定により、砒素及びその化合物、水素イオン濃度、銅含有量、亜

鉛含有量、溶解性鉄含有量、溶解性マンガン含有量、クロム含有量及び弗素含有量に

ついての排水基準は、当分の間、適用されないこととなった。 

 

２．ほう素、ふっ素の排水規制（排水基準項目への追加） 

ほう素及びふっ素については、WHO飲料水水質ガイドラインや水道水質基準等を参

考に検討がなされ、平成11年２月に水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準

項目へ追加された。その後、平成12年12月に「水質汚濁防止法に基づく排出水の排出、

地下浸透水の浸透等の規制に係る項目追加等について」中央環境審議会から答申がな

された。これを受け、「水質汚濁防止法施行令の一部を改正する政令」（平成13年政

令第201号）、「排水基準を定める省令の一部を改正する省令」（平成13年環境省令

第21号。以下「改正省令」という。）が平成13年６月13日に公布、７月１日に施行さ

れ、ほう素、ふっ素が有害物質に追加されるとともに、排水基準が設定された※。 

※ふっ素については、生活環境項目から有害物質に変更されたことに伴い、排水基準が適用さ

れる特定事業場の排水量の規模要件がなくなり、また、海域以外の公共用水域へ排出する場

合の排水基準値が15から８mg/Lに強化された。 

 

３．温泉旅館施設に対するほう素、ふっ素の排水規制  

上記１、２により、平成13年７月から旅館業に対して、ほう素、ふっ素の排水規制

が実施されているが、温泉を利用する施設からの排水に限っては、暫定排水基準が設

定されている。 

 

［暫定排水基準設定の経緯］ 

平成13年の改正省令の施行の際、直ちに一般排水基準に対応することが困難と認め

られる業種に係る特定事業場に対しては、経過措置として、３年間（平成16年６月30

日まで）に限って適用する暫定的な排水基準（以下「暫定排水基準」という。）が設

定された（40業種）。その後、３年毎の見直し（平成16年、平成19年、平成22年、平

成25年）を経て、現在、ほう素については８業種、ふっ素については４業種について

暫定排水基準が設定されている。 

資料２ 
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温泉を利用する旅館業からの排水に対しては、引き続き暫定排水基準が設定されて

いる。平成25年の見直しにおいて、日平均排水量50m3未満の旅館業、又は、昭和49年

12月１日に現に湧出していた温泉を利用する旅館業については、利用する源泉が自然

湧出以外のものに限り、ふっ素の基準値が50から30mg/Lに強化されている。その他の

ふっ素の基準値及びほう素の基準値は、平成13年の設定当初から変わっていない。 

 

［一律排水基準］ 

○一般排水基準（平成 13年７月１日施行） 

ほう素：10mg/L（海域以外の公共用水域）、230mg/L（海域） 

ふっ素：８mg/L（海域以外の公共用水域）、 15mg/L（海域） 

 

○暫定排水基準（平成 25年７月１日施行） 

ほう素：500mg/L 

ふっ素： 

・平成 25年６月 30日以前 

旅館業（温泉を利用するもの） 
日平均排水量 

50m3未満 50m3以上 

温泉の 

湧出時期 

昭和 49年 12 月 1日に現に 

湧出していた温泉を利用 
50mg/L 

昭和 49年 12月１日に現に 

湧出していなかった温泉

を利用 

 15mg/L 

 

 

 

・平成 25年７月１日以降 

旅館業（温泉を利用するもの） 
日平均排水量 

50m3未満 50m3以上 

温泉の 

湧出時期 

昭和 49年 12 月 1日に現に 

湧出していた温泉を利用 
30mg/L（自然湧出以外） 

50mg/L（自然湧出） 

昭和 49年 12月１日に現に 

湧出していなかった温泉

を利用 

 15mg/L 
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（参考）排水基準を定める省令の一部を改正する省令（平成 13年環境省令第 21号）（抜粋） 

 

附 則 

１ この省令は、平成十三年七月一日から施行する。 

２ 附則別表の上欄に掲げる有害物質の種類ごとに同表の中欄に掲げる業種その他の区分に

属する工場又は事業場に係る排出水の汚染状態についての水質汚濁防止法（以下「法」と

いう。）第三条第一項の排水基準は、この省令の施行の日から十五年間は、この省令による

改正後の排水基準を定める省令（以下「改正後の省令」という。）第一条の規定にかかわら

ず、それぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。 

３ 前項の規定の適用については、当該工場又は事業場に係る汚水等を処理する事業場につ

いては、当該工場又は事業場の属する業種その他の区分に属するものとみなす。 

４ 略 

５ 略 

 

附則別表 

有害物質

の種類 
業種その他の区分 許容限度 

ほう素及

びその化

合物（単位 

ほう素の

量に関し

て、一リツ

トルにつ

きミリグ

ラム） 

電気めつき業（海域以外の公共用水域に排出水を排出するものに限

る。） 

 四〇 

ほうろう鉄器製造業（海域以外の公共用水域に排出水を排出するも

のに限る。） 

 五〇 

うわ薬製造業（ほうろううわ薬を製造するものであり、かつ、海域

以外の公共用水域に排出水を排出するものに限る。） 

貴金属製造・再生業（海域以外の公共用水域に排出水を排出するも

のに限る。） 

下水道業（旅館業（温泉（温泉法（昭和二十三年法律第百二十五号）

第二条第一項に規定する温泉をいう。以下同じ。）を利用するもの

に限る。）に属する特定事業場（下水道法（昭和三十三年法律第七

十九号）第十二条の二第一項に規定する特定事業場をいう。以下「下

水道法上の特定事業場」という。）から排出される水を受け入れて

おり、かつ、海域以外の公共用水域に排出水を排出するものであつ

て、一定の条件に該当するものに限る。） 

金属鉱業（海域以外の公共用水域に排出水を排出するものに限る。） 一〇〇 

粘土瓦製造業（うわ薬瓦を製造するものであり、かつ、海域以外の

公共用水域に排出水を排出するものに限る。） 

一二〇 

うわ薬製造業（うわ薬瓦の製造に使用するうわ薬を製造するもので

あり、かつ、海域以外の公共用水域に排出水を排出するものに限

る。） 

一四〇 

旅館業（温泉を利用するものに限る。） 五〇〇 
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ふつ素及

びその化

合物（単位 

ふつ素の

量に関し

て、一リツ

トルにつ

きミリグ

ラム） 

ほうろう鉄器製造業（海域以外の公共用水域に排出水を排出するも

のに限る。） 

 一五 

うわ薬製造業（ほうろううわ薬を製造するものであり、かつ、海域

以外の公共用水域に排出水を排出するものに限る。） 

電気めつき業（一日当たりの平均的な排出水の量が五〇立方メート

ル以上であり、かつ、海域以外の公共用水域に排出水を排出するも

のに限る。） 

旅館業（水質汚濁防止法施行令及び廃棄物の処理及び清掃に関する

法律施行令の一部を改正する政令（昭和四十九年政令第三百六十三

号。以下「改正政令」という。）の施行の際現に湧出していなかつ

た温泉を利用するものであつて、一日当たりの平均的な排出水の量

が五〇立方メートル以上であり、かつ、海域以外の公共用水域に排

出水を排出するものに限る。） 

旅館業（温泉（自然に湧出しているもの（掘削により湧出させたも

のを除く。以下同じ。）を除く。以下この欄において同じ。）を利用

するものであつて一日当たりの平均的な排出水の量が五〇立方メ

ートル未満であるもの又は改正政令の施行の際現に湧出していた

温泉を利用するものに限る。） 

 三〇 

電気めつき業（一日当たりの平均的な排出水の量が五〇立方メート

ル未満であるものに限る。） 

 五〇 

旅館業（温泉（自然に湧出しているものに限る。以下この欄におい

て同じ。）を利用するものであつて一日当たりの平均的な排出水の

量が五〇立方メートル未満であるもの又は改正政令の施行の際現

に湧出していた温泉を利用するものに限る。） 

備考 

 １ 上欄に掲げる有害物質の種類ごとに中欄に掲げる業種その他の区分に属する特定事業

場（法第二条第六項に規定する特定事業場をいう。以下この項において同じ。）が同時に

他の業種その他の区分にも属する場合において、改正後の省令別表第一又はこの表によ

りそれらの業種その他の区分につき異なる許容限度の排水基準が定められているとき

は、当該特定事業場から排出される排出水の排水基準については、それらのうち、最大

の許容限度のものを適用する。 

 ２ ほう素及びその化合物の項中下水道業において、「一定の条件」とは、次の算式により

計算された値が一〇を超えることをいう。 

ΣＣｉ・Ｑｉ÷Ｑ 

この式において、Ｃｉ、Ｑｉ及びＱは、それぞれ次の値を表すものとする。 

Ｃｉ 当該下水道に水を排出する旅館業に属する下水道法上の特定事業場ごとの排出す

る水のほう素及びその化合物による汚染状態の通常の値（単位 ほう素の量に関して、

一リツトルにつきミリグラム） 

Ｑｉ 当該下水道に水を排出する旅館業に属する下水道法上の特定事業場ごとの排出す

る水の通常の量（単位 一日につき立方メートル） 

Ｑ 当該下水道から排出される排出水の通常の量（単位 一日につき立方メートル） 
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４．温泉排水規制に関する検討状況 

 平成 22 年度に「温泉排水規制に関する検討会」を設置し、これまで 10 回開催し、

温泉排水の実態、排水処理技術、暫定排水基準の在り方等の観点で検討が行われてき

た。公平性の観点から日帰り入浴施設を特定施設に追加すべき等の問題提起がなされ

たことから、実態を把握した上で議論が続けられている。 

 

表 温泉排水規制に関する検討会 開催状況 

回 開 催 日 議  事 

第１回 平成 22年 8月 3日 （１） 温泉排水に対する規制状況 

（２） 温泉排水の実態等 

（３） 温泉排水処理技術 

（４） 今後の予定 

（５） その他 

第２回 平成22年 10月 22日 （１） 関係団体ヒアリング 

（２） 今後の予定 

（３） その他 

第３回 平成 23年 1月 12日 （１） 第１回検討会における御意見・指摘事項 

（２） 第２回検討会関係者ヒアリング結果（概要） 

（３） 温泉源泉調査結果（中間取りまとめ） 

（４） 今後の予定 

（５） その他 

第４回 平成 23年 3月 4日 （１） 第３回検討会における御意見・指摘事項 

（２） 今後の対応方針及び調査計画（案） 

（３） 今後の予定 

（４） その他 

第５回 平成23年 10月 14日 （１） 第４回検討会における主な御意見と対応 

（２） 温泉利用施設に関する実態調査結果 

（３） その他 

第６回 平成 24年 3月 2日 （１） 第５回検討会における主な御意見と対応 

（２） 温泉利用施設に関する調査結果 

（３） その他の課題について 

第７回 平成 24年 12月 7日 （１）第６回検討会における主な御意見と対応 

（２）温泉利用施設のほう素、ふっ素の低減方策に

関する調査結果 

（３）自然湧出の温泉利用施設の実態把握調査結果 

（４）日帰り温泉施設の実態把握調査結果（中間報

告） 

（５）暫定排水基準について 
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第８回 平成 25年 2月 13日 （１）第７回検討会における主な御意見と対応 

（２）温泉利用施設のほう素、ふっ素の低減方策に

関する調査結果 

（３）自然湧出の温泉利用施設の実態把握調査結果 

（４）日帰り温泉施設の実態把握調査結果 

（５）暫定排水基準について（考え方、基準値案） 

第９回 平成 25年 3月 8日 （１）第８回検討会における主な御意見と対応 

（２）暫定排水基準の考え方について 

（３）その他 

第 10回 平成 26年 2月 24日 （１）第９回検討会における主な御意見と対応 

（２）高濃度源泉利用施設のほう素低減方策につい

て 

（３）温泉を利用する公衆浴場の状況について 

（４）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

５．第 10回検討会における主な御意見と対応 

 
 御意見 対応 

排水の実態

について 

 排水濃度の変動幅がどのぐらい

あるのか、ということを把握する

必要がある。 

 平成 23 年度以降の排水水質の

調査結果を収集し、温泉旅館の排

水濃度の変動幅について整理し

た。 

暫定排水基

準の考え方 

 温泉旅館の排水濃度の変動特性

を踏まえたときに、工場排水と同

じ考え方を温泉旅館には適用せ

ず、日平均値がこのぐらいであれ

ば良い、という考え方もありうる。 

 低コストの新たな処理技術の開

発等の取組を継続して行うととも

に、旅館業に係る排水規制の在り

方についても、長期的に検討を進

める。 

 

 

 温泉の泉質によって基準値を変

えるといった考え方もあるのでは

ないか。 

公衆浴場に

対する規制

について 

 公衆浴場の排水濃度を見ると旅

館と大きく変わらない。公平性の

観点から、データを揃えて規制す

べきではないか。 

 次回（第 12回）の検討会におい

て、これまでの調査結果をお示し

する。 

温泉排水規

制の考え方 

既存技術での温泉ほう素、ふっ

素排水の処理がかなり困難である

状況や、例えば定山渓温泉におい

て利水のため、温泉排出水を迂回

させる対策がとられていること等

の実態も踏まえ、下流域の状況も

考えて流域の水資源全体での環境

管理をしていくことを考えていか

なければならないのではないか。 

 低コストの新たな処理技術の開

発等の取組を継続して行うととも

に、下流域での環境基準の達成状

況等も踏まえ、旅館業に係る排水

規制の在り方についても、長期的

に検討を進める。 

 

 

 

 

 


